
 

 
 

 

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

                                                  

                             
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

 

教区教化テーマ 

「真宗門徒として生きる」 

基本姿勢 

「届けよう念仏の声」 
 

 

長崎教区通信 
２０１８年３月号 

 

発行人 武井 弥弘 

発行所 長崎教務所 

TEL 095-825-8831 

FAX  095-825-8836 

             

【今後の各寺御遠忌法要厳修の予定】 

寺院名 期    日 

光西寺 2018年3月31日～4月1日 

本照寺 2019年5月4日～5日 
 

 
3 月 9 日 （金） 13:30 ～ 15:30   非核非戦定例法要※教会彼岸会と兼修 

      
（講師：第３組西心寺 近藤章氏） 

  
16:00 ～ 18:00 

 
遇願洞定例学習会 

3 月 13 日 （火） 15:00 ～ 20:00 
 

長崎分室 

3 月 26 日  （月） 16:00 ～ 18:00 
 

大谷保育協会長崎支部役員会 

       ◆ ◇ 3 月 29 日（木）～30 日（金） 教務所事務休止 ◇ ◆ 

4 月 4 日 （水） 10:00 ～ 15:00 
 

得度講習会 

4 月 5 日 （木） 14:00 ～ 16:00 
 

教区門徒会事前協議会 

4 月 9 日 （月） 13:30 ～ 15:30 
 

非核非戦定例法要 

      （講師：第１組勝廓寺 奥村誓至氏）  

  
 

16:00 ～ 17:00 
 

社会部会 

4 月 10 日 （火） 15:00 ～ 17:00  安居委員会（於、佐世保別院） 

4 月 11 日 （水） 15:00 ～ 17:00  教化本部 

4 月 17 日 （火） 15:00 ～ 17:00  部落解放社会問題協議会 

4 月 18 日 （水） 14:00 ～ 17:00  教区門徒会臨時会 

 

教務所からのお知らせ 

 このたび、九州連区所員研修のため 2018 年 3 月 29

日（木）～30 日（金）を教務所事務休止とさせていた

だきます。  

※緊急連絡先：教務所【転送電話】 095-825-8831     
          

長
崎
教
区
の
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

 

※
日
程
は
追
加
・
変
更
さ
れ
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、 

 
 

ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※御遠忌法要を執行される際には本山より「祝詞」 

 及び「お香」が交付されます。事前に申請書類 

 をお送りいたしますので、法要執行の一ヵ月前 

 までにご申請ください。 

 
 

 
 

 
 

 

 

去
る
一
月
十
一
日
、
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
長
崎
グ
ラ
バ
ー
ヒ

ル
に
お
い
て
、
教
区
同
朋
会
議
・
教
区
互
礼
会
が
開
催
さ
れ
た
。 

 

教
区
同
朋
会
議
で
は
、
各
組
教
化
事
業
の
実
施
報
告
の
後
、
今

年
度
よ
り
始
ま
っ
た
教
区
の
新
事
業
（
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
通
信
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
・
仏
教
青
年
連
盟
主
催
「
寺
ス
ク
ー
ル
」
に
つ
い
て

等
）
の
報
告
を
い
た
だ
い
た
。
報
告
の
後
は
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
教
化
事
業
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、
そ
の
後
の
互
礼
会
に

て
更
に
懇
親
を
深
め
た
。 

 

当
日
は
近
年
稀
に
み
る
大
雪
に
見
舞
わ
れ
、
足
元
の
悪
い
中
で

の
開
催
と
な
っ
た
が
、
同
朋
会
議
八
十
五
名
、
互
礼
会
七
十
六
名

の
参
加
を
い
た
だ
い
た
。 

■
教
区
同
朋
会
議
・教
区
互
礼
会 

開
催 

               

教
化
委
員
会
学
習
会 

開
催 

 

去
る
二
月
十
九
日
に
教
化
委
員
会
学
習
会
が
開
催
さ
れ
た
。 

本
学
習
会
は
、
テ
ー
マ
を
「
北
海
道
教
区
の
教
化
体
制
に
つ
い

て
」
と
し
、
北
海
道
教
区
教
化
本
部
長
の
金
石
潤
導
氏
に
講
師

と
し
て
お
越
し
い
た
だ
い
た
。
参
加
者
は
総
勢
三
十
三
名
。
教

区
教
化
委
員
会
の
み
な
ら
ず
、
各
組
の
代
表
者
や
九
州
連
区
内

か
ら
も
参
加
い
た
だ
い
た
。 

★
本
学
習
会
の
ね
ら
い 

 

今
年
度
の
教
化
委
員
会
学
習
会
は
、
二
〇
二
〇
年
七
月
に

予
定
さ
れ
て
い
る
「
九
州
教
区
」
へ
の
教
区
改
編
を
見
据
え

た
内
容
と
し
て
企
画
さ
れ
た
。 

 

現
在
長
崎
教
区
は
五
〇
の
寺
院
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、

九
州
教
区
に
改
編
さ
れ
る
と
そ
の
寺
院
数
は
約
八
三
〇
ヵ
寺

と
な
る
。
新
教
区
の
教
化
体
制
に
つ
い
て
は
、
現
在
新
教
区

準
備
委
員
会
に
て
協
議
さ
れ
て
い
る
が
、
改
編
後
の
教
化
体

制
の
在
り
方
な
ど
を
不
安
視
す
る
声
も
多
く
、
広
域
教
区
で

あ
る
北
海
道
教
区
（
寺
院
数
約
四
七
〇
ヵ
寺
）
の
教
化
体
制

に
つ
い
て
学
ぶ
場
を
設
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

★
北
海
道
教
区
の
教
化
体
制
に
つ
い
て 

 

講
師
の
金
石
氏
か
ら
は
、
北
海
道
教
区
の
教
化
体
制
に
つ

い
て
約
二
時
間
講
義
を
い
た
だ
い
た
。 

 

北
海
道
教
区
の
歩
み
と
し
て
、
現
如
上
人
北
海
道
開
教
の

歴
史
か
ら
、
教
化
本
部
発
足
の
経
緯
ま
で
ご
説
明
い
た
だ
い

た
後
、
教
区
会
・
教
区
門
徒
会
と
教
化
委
員
会
の
関
係
性
や
、

教
化
委
員
会
と
教
学
研
究
所
の
連
携
に
つ
い
て
も
説
明
い
た

だ
い
た
。
ま
た
、
北
海
道
教
区
と
し
て
特
に
力
を
入
れ
て
い

る
「
青
少
年
教
化
」
や
「
教
区
定
例
法
座
」
に
つ
い
て
も
、 

丁
寧
に
ご
説
明
を
い
た
だ
い
た
。 

 

質
疑
応
答
の
際
に
は
、
教
区
・
ブ
ロ
ッ

ク
（
地
区
）
・
組
の
教
化
体
制
や
、
予
算

編
成
の
方
法
に
つ
い
て
等
多
く
の
質
問

が
投
げ
掛
け
ら
れ
、
九
州
教
区
の
教
化 

を
見
据
え
た
貴
重
な
時
間
と
な
っ
た
。 

 

【
寺
本
本
部
長
の
挨
拶
】 
【
班
別
で
の
意
見
交
換
】 

 

【
互
礼
会
の
様
子
】 

 

 

児
童
教
化
連
盟
主
催 

 
 
 
 

指
導
者
研
修
会 

 

去
る
二
月
五
日
、
佐
世
保
別
院

に
お
い
て
標
記
研
修
会
が
開
催
さ

れ
た
。
講
師
は
斎
藤
豊
治
氏
（
九
州

大
谷
短
期
大
学
表
現
学
科
教
授
）。

参
加
者
は
総
勢
二
十
八
名
。 

 

本
研
修
は
「
聞
き
手
に
伝
わ
る
話

し
方 

～
あ
な
た
の
声
は
ち
ゃ
ん
と

届
い
て
い
ま
す
か
？
～
」
を
テ
ー
マ

と
し
て
掲
げ
、
講
師
か
ら
は
実
践
を

交
え
た
演
習
を
い
た
だ
い
た
。 

①
話
し
か
け
る
と
い
う
こ
と
は
、 

 

声
・
言
葉
が
相
手
の
身
体
に
触 

 

れ
る
こ
と
で
あ
る
。 

②
話
し
か
け
る
と
い
う
こ
と
は
、 

 

 

相
手
と
の
距
離
を
ゼ
ロ
に
す
る 

 

こ
と
で
あ
る
。 

③
話
か
け
る
と
い
う
こ
と
は
、 

 

相
手
と
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
で 

 

 

あ
る
。 

 

（
※
講
義
内
容
よ
り
） 

   

婦
人
会
連
盟
主
催 

 
 
 

婦
人
一
日
研
修
会 

 

去
る
二
月
十
四
日
、
佐
世
保
別

院
に
お
い
て
標
記
研
修
会
が
開
催

さ
れ
た
。
講
師
は
松
岡
憲
了
氏
（
第

三
組
安
樂
寺
住
職
）。
参
加
者
は
総

勢
一
三
一
名
。
終
了
後
回
収
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、
講
義
で
の
「
そ

れ
ぞ
れ
の
家
庭
に
お
内
仏
が
あ

り
、
一
人
ひ
と
り
が
坊
守
で
あ
る
」

と
の
言
葉
が
印
象
に
残
っ
た
と
の

感
想
が
多
く
見
受
け
ら
れ
た
。 

 
 

  

講義・班別座談会の合間の休憩

時には、仏教讃歌の練習を行い 

本堂には大きな歌声が響いた。 

 

 北海道教区本部長 金石氏 

か
ね
い
し 


